
（2）定員、在所音数、利用率  

施設の種類ごとに定員をみると、介護老人福祉施設は 399，352 人、介護老人保健施設は   

309，：う46人、介護療養型医療施設は119，825人となっており、在所者数は、それぞれ392，547   

人、280，589人、111，099人で、利用率は3施設とも9割を超えている（表‖）。  

表11 施設の種類別にみた定員、在所者数、利用率  

各隼10日l【川1／上  

定員（人）  在所音数（人）  利用率（qム）   

介護老人福祉施設  

平成18年   399352   392547   98．3  

平成17年  383 326 376 328 98．2  

介護老人保健施設  

平成18年  309346  280589  90．7  

平成17年  297769  269 352 90．5  

介護療養型医療施設  

平成18年  119 82555 111099  92．7   

半成17年   129942   120448   92．7   

汗：介護座長里医項≠，㌔上におりろ ■定＝∴ 仁＝h射肯定病症牒ご【♭）ろ  

（3）定員規模別施設数  

施設の定員規模別に施設数をみると、介護者人福祉施設は「50～59人」が42．8％、介護老人   

保健施設は「100～109人」が′10．9（％、介護療養型医療施設は「1～9人」が26．1％と、それぞ   

れ最毒）多くなっている（表12）。  

表12 定員規模別にみた施設数及び構成割合  

十戒川午1（〕月1日現在  

介護老人福祉施設   介護老人保健施設  介護療養型医療施設  

施設数   
構成割合  施設数   構成割合 （ 構成割合  
（％）  （瑳，）  診療所   （％）  

数   5716  100．0  3391   100．0   2929   924   100．0   

1へ／ 9人  l   0．0   76′i   620   26．1   

10′一㌧ 19  リ   0．1   56√′1   こう0∠4   19ノミ   

；：0へノ 29  7   0．2   297  10．1   

：LOノ＼／ ニう9  185  ：う．2  18   0．5   2′12  8．3   

40へ′ ′′19   57   1．0   35   1．0   258  8．8   

E；0～ 59   2・：1∴15   12．8   ：う：う：う   9，R   203  6．9   

〔iO～ 69   こi61   6」∋   162   1．8   169  5．8   

て’0／一－ 79   5二Z5   9．2   236   7．0   31  1．1   

とミ0～ H9   99：う   17．■ノ1   555   16∴1   1：う  1．5   

〔）0ヘノ 99   178   ：う．1   296   8．7   73  2．5   

00～109   5ト浴   10」ミ   1386   40．9   62  2．1   

］0～119   117   2，0   36   1．1   ニう7  1．3   

：ZO′＼／129   86   1．5   67   2．0   11  1∴1   

こiOへノ139   57   1．0   こう2   0．9   0∴二4   

く10ヘノ ‖9   21   0．4   4こう   1」う   0．4   

F；0人以仁   10：う   1．8   182   5∴4   121  4．1   

汗∴介掛療養ノIi41矢療肱没における「定員」は介護指定病床数である  
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（4）室定員別室数  

各施設における室定員別室数をみると、介護老人福祉施設及び介護老人保健施設の個室が   

前年に比べ増加している（表13）。  

表13 施設の種類別にみた室定員別室数  
各年10月1日現在  

介護老人福祉施設  介護老人保健施設  介護療養型医療施設  

対前年  対前年  対前年  
平成18年  平成17年   増減率（％）  平成18年  平成17年   増減率（％）  平成18年  平成17年   増減率（％）   

総 数   191147  172 000   11．1  121592  115 425   5．3  40675  44115  △ 7．8   

個 室   102524  83120   23．3  46827  42 791   9．4  8337  9112  

ユニット型  59028  39 271   50．3  9141  11130  △17．9   101   

その他   43496  43 849  △ 0．8  37686  31661   19．0  8236   

2人室   25256  25182   0．3  17101  16 650   8122  
ユニット型   125   98   27．6   25   412  △ 93．9   

その他   25131  25 084   0．2  17076  16 238   7447                               5．2   

3人室   2370  2 298   3．1   2341  2 258   4440   

4人室   59746  59 932  △ 0．3  55323  53 726   3．0  20261  21700  △ 6．6   

5人以上室   1251  1468  △14．8  545   741  △ 26．5   

注＝「ユニット型」とはユニットの申のJ．［｝室（療養宅）であり、「その他」とはユニット型以外の居宅（療養宰）である 

（5）介護老人福祉施設におけるユニットケア（ユニット型及び一部ユニット型）の状況  

介護老人福祉施設におけるユニットケアの状況をみると、全施設（5，716施設）のうち、   

ユニットケアを実施している施設は1，116施設で、そのうち「ユニット型」が700施設、「一   

部ユニット型」が416施設となっており、平均ユニット数はそれぞれ7．1、3．0となっている   

（表14）。  

表14 介護老人福祉施設におけるユニットケアの状況  

平成ほ午10月1日現在三  

ユニット型  一部ユニット型  

「盲幅砺   1套幅て訂  葡各面  

ユ ニ ッ ト ケ ア 実 施 施 設 数  1116  （19．5）   700  （12．2）   416∃（7．3）   

ユニットケア実施施設の定員（人）  59278】（14．8）   47 393  （11．9）  11885F（3・0）   
平 均  ユ  ニ   ッ ト  数   5．6  7．1  3．0   
1ユニット当たりの定員（人）   9．6  9．6  9．6   

注＝l）介護老人福祉施設におけるユニットとは、少数の居室及び1該居室に近接して設けられる共同／t二桔室ドj該小藩  
の入居者が交流し、共同でし川リl浦を営むための場所をいう）により、一体的に構成される場所をいう。  

2）割合（一宮））は、全施設（5，716施設）、定員（399，352人）に．トr♂）る割合である。  

（6）介護老人保健施設におけるユニットケア（ユニット型及び一部ユニット型）の状況  

介護老人保健施設におけるユニットケアの状況をみると、全施設（3，391施設）のうち、   

ユニットケアを実施している施設は204施設で、そのうち「ユニット型」が57施設、「一部   

ユニット型」が147施設となっており、平均ユニット数はそれぞれ、8．1、3．0となっている   

（表15）。  

表15 介護老人保健施設におけるユニットケアの状況  

、Iく成18年10月1口現在  

総数  ユニット型   

割合て軒  割合（％）  割合（％）   

ユ ニ ッ ト ケ ア 実 施 施 設 数   204  （6．0）   57  （l．7）   147  （4．3）   

ユニットケア実施施設の定員（人）   9191 （3．0）  4 726  （1．5）   4 465  （1．4）   

平 均  ユ  ニ   ッ ト  数   4．5  8．1  3．0   
1ユニット当たりの定員（人）   10．1  10．2  10．0   

注‥l）介護老人保健施設におけるユニットとは、少数の療養室及び、11該療養室に近接して設け仁）れろ共同什活室（、一1該  
瞭養毛〝）入居者が交流し、則・rJで「】常／仁括を営むための場所をいう）に上り、一体的に構成される場所をいう  

2）‘剖合（％）は、仝施設（：i，こう91施設）、定員（ニミ09，：う′16人）に■卜「める割合である（ 
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（7）要介護度別在所音数  

在所者を要介護度別にみると、介護老人福祉施設では「要介護4」が32．4％、介護老人保健施設で   

は「要介護4」が26．7％と最も多い。介護療養型医療施設では「要介護5」が52．5％と最も多く、在所者   

数の5割を超えている。（図6）  

図6 要介護度別にみた在所音数（構成割合）の年次推移  

各年10月1「1現／l三   

要介護1 要介護2  要介護3  要介護4  要介護5 その他（平均要介護度）  
介護老人福祉施設  

平成1：Z年  

［7刷 

0．1 （3．74）  

0．5 （3．75）  

介護老人保健施設  

平成1：三年  （2．99）  

0．3 （3・17）   
0．3 （3・20）   

0．3 （3・17）   

i  ［1L5ト 

介護療養彗■ヰ医療施設  

平成1：2年  

1∈■年  

＿二て二  

0．9 （3．88）   

0．9 （4・16）   

0．8 （4．24）  仲駈軍 

（4．27）  

0．6 （4．25）  

80  100（％）   

注：平均要介護度は以下の算式により計算した〔 

在所者の要介護度の合計  
平均要介護度  

要介護1～5までの在所者数の合計  
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4 介護保険施設の利用者の状況   

調査対象期間中（平成18年9月1日～30日）に介護保険施設を利用した者の推計数である。  

（1）性・年齢階級別在所者数  

平成18年9月末の在所者を性別にみると「男」が22．6％、「女」が77．4％となっている。  

年齢階級別にみると介護老人福祉施設では「90歳以上」が32．4％、「85～89歳」が24．3％、   

介護老人保健施設では「90歳以上」が28．7％、「85～89歳」が25．1％、介護療養型医療施設で  

は「90歳以上」が30．1％、「85～89歳」が22．1％となっており、前回調査の平成15年と比較  

すると3施設とも90歳以上の割合が増えている。  

また、第2号被保険者（65歳未満の者）は、介護療養型医療施設が3．3％となっている。（表16、図7）  

表16 性・年齢階級別在所者数及び構成割合  

注：総数には年齢不詳を含む。  

図7 年齢階級別在所者数の構成割合  

40～64歳  

介護老人福祉施設  

平成15年  
‖∵‖  

平成18年  

1   

介護老人保健施設  

、1三成15年  
1．9  

平成18年  

介護療養型医療施設  

、ド成15年  

平成18年   



（2）在所者の認知症の状況  

在所者の認知症高齢者の日常生活自立度をみると、介護老人福祉施設は「ランクⅢ」が34．3％、   

「ランクⅣ」が28．1％、介護老人保健施設は「■ランクⅢ」が35．4％、「ランクⅢ」が29．5％、   

介護療養型医療施設は「ランクⅣ」が34．3％、「ランクⅢ」が32．8％となっている（表17）。  

表17 認知症のランク別にみた在所者数及び構成割合   

平成18年9月  

介護老人福祉施設  介護老人保健施設  介護療養型医療施設  

在所音数（人）  構成割合（％）  在所者数（人）  構成割合（％）  在所音数（人）  構成割合（％）   

数   392547   100．0   280 FjSg 100．0   1‖099   100．0   

‥ 377686   96．2   262400   93．5   105348   94．8   

／クⅠ   28588   7．3   35：う67   12．6   5455   4．9   

／クⅡ   79185   20．2   82827   29．5   14504   13．1   

／クⅢ   1311 507 34．3   99299   ：i5．4   36408   32．8   

／クⅣ   110391   28．1   39260   14．0   38136   34．3   

／クM   25016   6．4   5648   2．0   10845   9．8   

責なし   13500   3．4   17224   6．1   3640   3．3  

．
・
・
・
・
・
 
 

総
 
認
 
 

汗 り 総数には認知症〝）状況不．さ、巨を合む、  

㌢〉 一課加症ありj び）ランクは、「認知症■高齢者▲〃）「川り仁清l′い1／二度、川定基準」による   

（3）在所者の認知症と寝たきりの状況  

在所者の認知症と寝たきりの状況を、前回調査の平成15年と比較すると3施設とも「認知症   

あり（ランクⅢ以上）で寝たきり者」の割合が増えている（図8）。  

図8 在所者の認知症と寝たきりの割合  
各勺鳥肌  

iil）仝在桝音を1（）りと■jる（はたきり肴L叫ノこ況及び認如症い状況の不詳を玲く）り  

2）「ほたきり＝ノ）ランク仁L「時宜rl■7J齢者▲（ハ＝常′L活「い【′度（はたきり席）、伸上基準」に上る 
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（4）退所者の入退所の経路  

9月中の退所者について入所前の場所をみると、介護老人福祉施設は「介護老人保健施設」、   

「医療機関」27．9％、介護老人保健施設は「医療機関」50．9％、介護療養型医療施設は「医療機   

関」75．2％となっている。  

また、退所後の行き先をみると、介護老人福祉施設では「死亡」が62．0％、介護老人保健施   

設では「医療機関」43．3％、介護療養型医療施設では「医療機関」39．3％となっている。（図9）  

園9 退所者の入退所の経路  

平成18年9月   

（退所後の行き先）  （入所前の場所）  

退所者 3，408人   

⇒
 
 

％
 
4
 
6
 
2
 
9
 
9
 
0
 
 

〇
 
 
．
 
 

－
 
1
 
3
 
3
 
7
 
7
 
6
 
（
U
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2
 
 

0
 
 

1
 
 

％
 
4
 
9
 
3
 
8
 
4
 
0
 
2
 
 

〇
 
 
．
 
 

．
 
1
 
4
 
0
 
0
 
7
 
2
 
3
 
 

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

その他  

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

死 亡  

その他  

平均在所日数1365．2日（1429．0日）  

退所者15，982人   

⇒
 
 

％
 
6
 
3
 
7
 
3
 
9
 
3
 
 

〇
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．
 
6
 
1
 
0
 
6
 
0
 
4
 
0
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0
 
 

1
 
 

％
 
0
 
6
 
4
 
1
 
3
 
5
 
1
 
 

〇
 
 
．
 
 

0
 
3
 
 

0
 
 

1
 
 

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

その他  

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

死 亡  

その他  

平均在所目数268．7日（230．1日）  

家  庭 → 家  庭  22．7％  

医療機関 → 医療機関  29．8％  

家  庭 → 医療機関  8．5％  

退所者 4，290人  

100．0％   

14．2   

1．5   

1．0  

4．3   

75．2  

4．0  

100．0％   

14．8  

6．2   

1．9  

8．9   

39．3   

26．9  

2．0  

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

その他  

家 庭  

介護老人福祉施設  

その他の社会福祉施設  

介護老人保健施設  

医療機関  

死 亡  

その他   

⇒  ⇒  

平均在所日数444．1日（359．5日）  

医療機関 → 医療機関  33．1％  

医療機関 → 死  亡  20．7％  

家  庭 → 家  庭  7．4％   

注：1）「その他」には不詳を含む。  
2）平均在所日数の（）内は、平成15年の数値である。  
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（5）利用料の状況（9月中）  

9月中の在所者の1人当たり平均利用料をみると、介護老人福祉施設で53，738円、介護老   

人保健施設で80，808円、介護療養型医療施設で88，826円となっている（表18）。  

利用料の内訳をみると、介護老人福祉施設、介護老人保健施設は食費と居住費で利用料全体   

の約5割となっており、介護療養型医療施設においても4割を超えている（図10）。  

表18 要介護度別1人当たり平均利用料  

（、、∃位 円） （単位：H）  平成18年9月  

介護老人福祉施設  介護老人保健施設  介護療養型医療施設   

総  数   53738   80808   88826   

要介護1   49310   75173   77390   

要介護2   51983   76878   78538   

要介護3   54087   81260   86227   

要介護4   55126   8：i205   87283   

要介護5   53416   84942   91800   

往 l）総数にはその他を含む（ 

2）利用料は、食費、居住費、介護サービス費（自」虫担分）、特別な室料、特別な食費、理美容費、  

11用ノ甘活品費、教養娯楽費、私物の洗描費、あずかり金の管理費等の合計をいうr、  

図10 利用料の構成割合  

平成18年9月  

介護サービス費  
（［】己負担分）  

居住費  特別な室料 その他  

0．1   

▲  

介護老人福祉施設  

（53，73酎工j）  

41．4  

介護老人保健施設   

（80，808円）  

コ  介護療養型医療施設   

（88，826円）  

20  40  60  RO  lOO（％）  

汗1）（）内は、各介護保険施設における在所ネ1人、11たりの平均利川料である。  

2）「その他」は、特別な食曹、理美容費、l川四評晶一費、教養娯楽費、私物の洗濯費、あずかり金の管理費等の合封をいう。  
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5 訪問看護ステーションの利用者の状況   

（1）訪問看護ステーションにおける要介護（要支援）度別利用者の状況  

利用者の状況をみると、平成18年9月中の利用者数は232，094人、延利用者数は1，224，754人   

となっており、利用者1人当たりの訪問回数は、介護予防サービスでは3．8回、介護サービスで   

は5．3回となっている。利用者1人当たりの訪問回数を要介護（要支援）度別にみると「要介護  

5」が6．4回と最も多く、要介護度が高くなるに従い訪問回数が多くなっている。（表19、図11）  

表19 訪問看護ステーションの利用者数、延利用者数、9月中の利用者1人当たり訪問回数、  

要介護（要支援）度別  

平成18年9月  

9月中の利用者1人当たり訪問回数  
利用者数（人）  延利用者数（人）  

平成18年   平成17年   

総 数   232094   1 224 754 5．3   5．2  

介護予防サービス   10747   41003   3．8   

要支援1   3650   12018   3．3   

要支援2   6943   28389   4．1   

介護サービス   221347   1 183 751 5．3   

経過的要介護   4107   14698   3．6   

要介護1   40991   187590   4．6   4．5  

要介護2   39419   194611   4．9   4．9   

要介護3   39299   205529   5．2   5．1   

要介護4   41287   223077   5．4   5．3   

要介護5   53955   344973   6．4   6．3   

注：利用者は介護保険法の利用者であり、「介護㌣防サービス」には「要支援認定申請中」「その他」を含み、  

「介護サービス」には「要介護認定申請中」「その他」を含む。  

図11 訪問看護ステーションの要介護（要支援）度別にみた9月中の利用者1人当たり訪問回数  
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 托：1）利用者は介護保険法の利用者であり、「総数」には「介護予防サービス」の「要支援認定申請中」「その他」を含み、  

「介護サービス」〔7）「要介護認定申請中」「その他」を含む。  
2）「経過的要介護」は改正介護保険法施行口（平成18年4ノー1H）において、有効期間が満了する前の旧要支援者に  
ついては、改正介護保険法附則第8条♂）規定により、施行＝に要介護認定を受けた者とみなされるため、、一う該有効  
期間満／‖までの間は「経過的要介護」として予防給付ではなく介護給付の対象となる＝  
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これより、調査対象期間中（平成18年9月1日～30日）に訪問看護ステーションを利用した者傭†数である。  

（2）性・年齢階級別利用者数  

平成18年9月中の訪問看護ステーションの利用者数は291，907人で、介護保険法の利用者は、   

79．5％となっている。性別でみると、「男」は121，656人（41．7％）、「女」は170，251人（58．3％）   

となっており、年齢階級別にみると、介護保険法では「80～89歳」が38．5％、健康保険法等で   

は「40～64歳」が34，4％と最も多くなっている。（表20）  

表20 支払い方法別にみた性・年齢階級別利用者数及び構成割合  

平成18年9月  

注・1）総数には、隼齢不詳を含む、  
2）「健康保険法等」〝）利用者は、介護保険法の支払いがなく、老人保健髄及びそれ以外〝）  
政府管掌健康保険等の医療保険、公費負担医療等の支払いがあった者である。  

（3）同居家族の状況  

訪問看護ステーションの利用者について同居家族の構成を性・年齢階級別にみると、40歳～   

64歳では男女とも「子と同居している世帯」が多くなっており、65歳～79歳では男は「夫婦の   

み」が多く、女は「子と同居している世帯」が多くなっている。80歳以上では男女とも「子と   

同居している世帯」が多くなっている（図12）。  

図12  性・年齢階級別にみた同居家族の状況（構成割合）  
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（4）利用者の認知症の状況  

年齢階級別に認知症高齢者の日常生活自立度の状況をみると、「認知症あり」は、加齢ととも   

に増えており、80歳以上では、3人に1人が「認知症あり（ランクⅢ以上）」となっている（図13）。  

また、認知症高齢者の日常生活自立度の状況を要介護（要支援）度別にみると、認知症のラ   

ンクが高くなるに従って、要介護度の高い人の割合が多くなり、「認知症あり（ランクⅢ以上）」では要   

介護5が5割を超えている（図14）。  

図13  年齢階級別にみた認知症高齢者の日常生活自立度の構成割合  

（介護保険法による利用者）  
平成18年9月  

認知症あり  
（ランクⅢ以下）   

認知症あり  

（ランクⅢ以上）  
認知症なし  

総  数  

40～64歳  

65～69歳  

70～79歳  

80歳以ヒ  

0  20  40  60  80  100 
（％）  

注：1）認知症の状況には不詳を含まない。  
2）「認知症あり」のランクは、「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」による。  

園14  認知症高齢者の日常生活自立度別にみた要介護（要支援）度の構成割合  

（介護保険法による利用者）  

要支援2  平成1紳9月  

0．2（要支援1），0．3（要支援2），0．1（揮過的要介護）  

20  40  8（〕  

100（％）   

60   

柱：1）認知症の状況には不詳を含まない。  
2）l経過的要介護 は改正介護保険法施行L‡（平成18年4ノjl目）において、有効期間が摘j′する前のrl】要支援者  
については、政11二介護保険法附則第8条の規定により、施行rlに要介護認定を′受けた者とみなされるた搬㌧：11該  
有効期間滴1r【lまでの間は「経過的要介護」としてH防縮付ではなく介護給付の対象となる 

こう）「認知広三あり」（7）ランクは、「認知痘高齢者のR常生活自や磯判定基準」に上るし 
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